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＜連絡事項＞
・11月1日（水）より、今まで薬局から払い出していた以下の医療材料について、発注方法をオーダリングシステムに変更し、庶務チームでの払い出しになります。
　・KENZガーゼ　タイプⅠ　10ｍ
　・KENZ脱脂綿　500ｇ
　・SVセットCタイプ
　・SVセットDタイプ
　・Uテストビジュアル10
　・シリンジ2.5ml
　・シリンジ5ml針なし
　・シリンジ1ml
　・シリンジ10ml
　・シリンジ20ml針なし
　・ハイラテ
　・注射針ネオラス　各種
　・輸液セット　各種
＜患者様連絡事項＞
・丹内　栄子様～トピナ本日朝より7日分処方となる。

・木村　格治様～10/30　10:00～12:00外泊希望あり。安ヶ平Drへ報告し、兄様同伴であれば許可。家族へ確認必要。
・坂本　いと様～三女様来院され、面談実施する。病状説明行い、精神症状落ち着いていることから、11月中の退院で調整していくこととなる。10/30にケアマネと相談し、日程を調整していくとのこと。相談後、大まかな日程でもよいため、当院へ連絡するよう話している。主治医より、家族より返答がない場合はこちらから再度連絡するよう指示となる。また、右足発赤著明にあり、入院時より悪化傾向であることからヘパリン類似物質油性クリーム2本、腹部等の皮膚ラインに発疹あるため、オイラックスクリーム1本処方となる。また、感染対策としてセフジトレンピボキシル(100)3T　3×ndE処方となる。皮膚科受診するよう指示あり。(必要であれば他科受診)
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。10:00～12:00までの開放観察実施する。開放観察中は、声
高となることはあるが、妄想発言や他者とのトラブルはない。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入行っていく。
・畑中　成夫様～時間隔離中。スタッフ付き添いで喫煙を実施するが、Bユニットを気にする様子あり。声掛けにて行動にうつすことはない。引き続き、精神症状の観察をおこない早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。奇声を発したり、高笑いをしてのホール内の徘徊みられる。他患者にしつこく付きまとう行為あり介入を要する。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
＜要注目患者様＞
・和田　昌様～覚醒状態不良。声掛けに返答はするが開眼できずにおり、経口摂取困難。安ヶ平Drへ報告し、点滴2本/日　本日より4日分処方となる。朝食後、酸素飽和度が一時的に80％台へ低下することあり、吸引施行している。
・藤井　孝蔵様～体温36.7℃で経過。食事は介助にてエプリッチ1/2～全量摂取している。水分の摂取はできており、酸素飽和度の低下なし。点滴はトラブルなく経過しており、午後より微熱あり、寝具調整、クーリングにて対応している。
・小笠原　久年様～独語聞かれているが粗暴行為や不穏なく経過している。余暇は他者と将棋をして過ごされている。

・大塚　キミ子様～食事は1/4～1/3摂取している。牛乳は飲んだことがないと話しており、ヨーグルトはどうか提案するも拒否している。市民病院で粗キザミにて対応していたが常食でも問題ない様子。馬渡Drへ報告し、常食のままで様子をみて、必要に応じて食事形態検討していくこととなる。夜間不眠だが、介助への拒否や抵抗、不穏なく経過している。
・関野　節子様～朝食は介助するも拒否あり、不食している。血圧175～160mmHgと高値。自覚症状なし。入浴時等、介助への拒否みられている。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～表情の硬さはあるが、他者への被害的な発言は目立たず。妄想発言もなく、自室で臥床して過ごす事多くみられている。
・吉島　知寿子様～同室者が嗜好品を盗むと話し、不満を訴え、時折、不機嫌となることあり。環境調整後は不満を訴えることはなく経過している。
＜新入院患者様＞
　氏    名：大塚　キミ子様(83)　女性
  生年月日：昭和8年10月3日 

  病    名：アルツハイマー型認知症

　入院形態：医療保護入院(当院1回目)

  主治医  ：馬渡Dr

　＜経過＞

 　H25年頃より認知症があり、大里脳神経リハビリテーションクリニックにて通院加療していた。身寄りがなく、友人や介護サービスを利用して生活していたが、H29.3.31、自宅にて脚に力が入らなくなり、H29.4.1自宅玄関にて倒れているところを友人に発見。同日、八戸市立市民病院へ救急搬送となり「蜂窩織炎」の診断にて入院。治療にて身体症状は改善したが、認知症症状により単身での生活が困難なため、後見人申請行い、今後の環境調整、認知症治療のため、当院へ転院依頼があり、H29.10.27当院受診し当院1回目の入院となる。

―備考―
・八戸市立市民病院入院中、希死的発言、シーツに首を巻き付ける行為あり。
・LTセットBプラン
　※オムツプランに関しては持参したオムツがなくなり次第、契約する
